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   Two berried females of the spiny lobster,  Panulirus  polyphagus (Herbst) were 
caught with trawl net operated by the  T  .  S. Nagasaki Maru of Nagasaki
University at the fishing ground (Lat. 2°35.4'N,Long.109°57.0'E) of sandy
mud bottom in the South China Sea off Kuching, Borneo (Fig. 1, Table 1).
   The spiny lobsters caught on August 30, 1971 were kept in an aquarium 
provided with a running water system on the ship, fed with fish meat, and
transported to Nagasaki (Lat. 32°40,  5'N,  Long. 129°50.  5'E), Japan.
   After the arrival in Nagasaki on September 16, 1971, the spiny lobsters were 
landed and reared in a concrete tank of the Fisheries Experimental Station of 
Nagasaki University situated in Nomozaki near  Nagasaki.
   Numerous individuals of the phyllosoma were hatched out from the berried 
lobsters in the nights of September 16 and 18, 1971. After the larva hatchings, 
the parent lobsters were fed mainly with the clam,  Tapes  (Amygdala) philippina-
rum and reared until next March. During the rearing period the water  tempera-
ture of the concrete tank descended from 25℃  to  10.50℃. One of the parent
lobsters (Spec. No. 1 in Table 1) again produced eggs on October 6, 1971 at the
water temperature of about 22°C, but the eggs dropped  off from the parent
lobster by the 20th of the month. Another parent lobster (Spec. No. 2) molted
on December 8, 1971 at the temperature of 14.5℃, but the growth of the lobster
was not induced by the  ecdysis.
























































































































































































































Mean 1．45 O．78 O．69 1．13 O．42 O．24
＊　The　specimens　were　fixed　and　preserved　by　5％　formalin．
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The　first　phyllosoma　of　the　spiny　lobster，　Panulirus　polyphagus．
　　　　　　　B，　antennule，　antenna　and　compound　eye．
C，　second　maxilla　and　second　maxilliped，　ventral　view．
D，　abdomen，　ventral　view．
　体各部についてみると，眼柄には分節がない（Fig．2；B）。第1触角は第2触角よりわず
かに長く，両触角は共に分枝を出していない。第1触角の先端には数本の鞭状刺毛があり，
そのうちの3本はとくに長く，残りのものは短い。左右の第2触角は第1触角よりも大きな
角度をもって体外方へ開き，その基部にはいぼ状突起があり，先端には棘毛がある。第1，
第2触角の先端部にみられる微小突起については前述の通りであるが，この微小突起の存在
はイセエビの第1期フィロゾーマにおいてもほぼ同様に認められた。
　第2小顎は2節よりなり，その基部の節には3本の刺毛を有し，先端の節には4本の羽状
刺毛があるが，この羽状刺毛は長く，その先端は頭部外縁を越える（Fig．2；A，　C）。
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Fig．　3．　Phyllosomae　of　Panulirus　polyphagus　and　P．　］’aponicus．
　　　　　　　A，　third　maxilliped　of　P．　poZyphagus．　A’，　A”，　parts　of　the　third　maxilliped
　　　　　　　of　P．　］’aponicus．　B，　first－pereiopod　of　1］’．　polyphagus．　B’，　B”，　parts　of　the
　　　　　　　first　pereiopod　of　P．　iaponiccas．　C，　second　pereiopod　of　P．　polyphagus．　C’，
　　　　　　　C”，　parts　of　the　second　pereiopod　of　P．　J’aponicus．　D，　third　pereiopod　of　P．
　　　　　　　polyphagus．　D’，　part　of　the　third　pereiopod　of　P．　］’aponicus．
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　第1顎脚は小突起をなし，その先端に1刺毛がある。第2顎脚は51節よりなるが，外肢は
ない（Fig．2；C）。第3顎脚はよく発達して外囲を有し，基節には基節棘および小画帳がそ
れぞれ1本あるが，この基節刺は歩脚のそれと比べるとはなはだ小さい。指節には3刺棘が
あるが，このうちの最長棘は指節鉤状部を越える。外肢には3対の羽状刺毛があり，その基
部に近い1対のうち内側のものは発達が悪く，個体によっては小突起にすぎないものもある
Fig．　3；　A）．
　各歩脚には基節棘があり，更に，それぞれの棘には1小義刺がある。また，各歩脚の外肢
起点の背面にはよく発達した1棘がみられる（Fig，3；B，　C，　D）。
　第1，第2歩脚は大きく発達して外肢を有し，その外肢の先端部にはそれぞれ5対の羽状
刺毛があり，内肢先端の指節は鉤状に長く伸びており，これは第2歩脚でとくに著しい
（Fig．　3；　B，　C）．
　第3歩脚も長く伸びているが，その外肢は小さく，小突起をなすに過ぎず，羽状刺毛はな
く，指節先端の鉤状部も長くない（Fig．3；D）。
　第4，第5歩脚は認められない。
　腹部は小さく，左右の外縁はほぼ平行で，後端は1対の太い棘をなして終っており，それ
ぞれの棘には3本の小刺毛がある（Fig．2；D）。
クリームイセエビとイセエビの第1期フィロゾー一iマの比較
　クリームィセェビの第1期フィロゾーマの形態は前述の通りであるが，更にその形態の特
徴を明確するためにイセエビのそれとの比較を行なった。ここで用いたイセエビのブイロゾ
ーマの標本は，長崎県野母崎町沿岸でとれた抱卵えび（体長205mm）の外子から1971年7
月3日にふ化したものを5％海水フォルマリン溶液で固定，保存しておいたものである。
　1）　品種のフィロゾーマでは前述のように各歩脚の外肢起点部背面には顕著な1棘がある
が，イセエビのブイロゾーマにはこの棘はみられない（Fig．3；B，B’，C，C’，D，D’）。
　2）　一種の幼生の第3顎脚および第1，第2歩脚の外肢にある羽状刺毛はイセエビ幼生の
それらと比べるといずれも発達が悪く，この傾向は，特に，第3顎脚の基部に近い内側の1
対のもので著しい（Fig．3；A，　A’）。
　3）　クリーームイセェビ幼生の第3顎脚の指節上にある棘のうち，最長のものは鉤状部先端
を越えるまでに伸びているが，イセエビ幼生ではこの棘は鉤状部を越えるほどには伸びてい
ない（Fig．3；A，　A”）。
　4）第1，第2歩脚それぞれの外註基部の節にみられる1棘は，本四の幼生では節の最先
端にあるが，イセエビでは節の先端から少し下った所にみられる（Fig．3；B，　B’，c，c’）。
　5）第2，第3歩脚前節の先端からやや下った所にある3本の棘は，本種ではそのうちの
．1棘はほかの2棘と比べて著しく小さいが・イセエビではこの棘は著しく小さいことはなぐ
他の1棘とほぼ同長である（Fig．3；B，　B”，C，　C”）。
　このほかに，それぞれの脚の節の長さ，外肢起点の位置，基節棘の大きさ，第1触角の先
端にある鞭状刺毛の発達状態などにも両幼生間で差異が認められたが，これらの各部に現わ
れる差異はごく小さく，標本の個体差という点を考慮に入れると，両幼生の区別点とするに
は足りないと考えられる。
　税所8）は，イセエビ属のえび類の第1期フィロゾーマの形態の比較研究を行ない，それら
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の種類の識別に役立っと思われる形質として，体長，頭部（前体部）の形態およびそのたて
とよこの比，第1，第2触角の長短およびそれらの刺毛の配列状態，第2小顎の刺毛の状態，
第3顎脚および第1，2，3歩脚の基節棘，副刺の有無，各歩脚分節部にみられる小隅の分
布状態等の諸点をあげているが，クリームイセエビとイセエビの第1期フィロゾーマの識別
点となるのは，前述の5形質であり，このうちで特に著しい差異は1）の歩脚外面起点背面の
棘の有無であるが，この点については，Johnson9）“X　PanugiPtus　interrvPtusとP・gvacitis
の第1期フィロゾーマにおける差異として，前者には歩脚外肢起点背面に棘がないが，後者
には棘があるとしている。更にJohnson　and　Knightlo）は，この棘の有無は，イセエビ属
のえびの第1期フィPゾーマの種類の識別に有効な形質になるであろうと述べている。税所
11）はイセエビの第1期フィロゾーマでも，顕著ではないがこの棘がみられるとしているが，
筆者が今回調べた前述のイセエビ幼生の標本ではこの棘が認められな・かったことはさきに述
べた通りで．ある。
　イセエビ属のえびでは，その腹部節背面に横溝があるかないかによって2大別できるが
（例えば，イセエビでは横溝があり，クリームイセエビでは横溝はない），それらの第1期
ブイロゾーマにおいても，上記のように，歩脚外肢起点背面に顕著な棘がみられるか否かに
よって2群に分けることができると思う。なお，前述のクリームイセエビとイセエビの第1
期フィロゾーマの識別点としてあげた5形質のうちの2）～4）の諸形質については，これ
までに報告されているイセエビ属のえびの第1期フィロゾーマの記載では詳しく述べられて
おらず，それらについての比較検討は今後に残された問題であると考える。
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